
 

    
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   ８月６日(火)に芦田中学校では，体育館でＤＶＤ教材「The   A-Bomb ヒロシマで何が起こった

か 」を鑑賞して，平和について考えました。 

    この教材は，広島に原爆が落とされた当時の資料・写真や被爆者へのインタビューを基にしたド

キュメンタリーです。一瞬のうちに火の海になった広島の街や水を求めて川の近くまで行き，力尽

きて亡くなった人々の様子等をインタビューの中で話していく姿は「再び戦争をしてはならない」

ことを私たちに強く訴えていました。 

映像の中で私たちに示されていたことは，「命の尊さ」とそれを一瞬で奪ってしまう「戦争の悲惨

さ」と家族に残される「無念の思い」でした。改めて平和であることのありがたさ，幸せについて

考えさせられました。鑑賞した生徒一人ひとりも平和について様々な考えを抱いたと思います。 

    今回，ＤＶＤ教材から学んだことを活かして２学期以降も「命の大切さ」「平和であることの尊さ」

について学習の機会を持ち取り組んでいきます。ご家庭でも話し合ってみてください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

     
    

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面もご覧ください。 
 

 

 

 

 

 

＜大事なお知らせ！＞ 
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7 月 31 日(火)に行われた秋季総体（水泳の部）に出場した３年生桒田

大夢くんが，200ｍバタフライで 2 位になり，1 年生町本 実優さんが

100ｍ平泳ぎで 3 位となりました。2 人は 8 月 31 日，9 月 1 日に広島市

のビッグウェーブで開かれる広島県中学校総合体育大会（水泳の部）へ

出場します。桒田君，町本さんの県総体での健闘と活躍を祈ります。 
 

 
      

頑 張 り

ました 

県総体出場決定 
おめでとう！ 

9 月２日（月）から給食が始まります。夏休み中にご家庭で，ラン

チョンマットとマスク，エプロンと三角巾を準備しておいてくださ

い。そして，9 月２日には，それらを忘れないように持ってきてくだ

さい。 

  私は今日のＤＶＤを見て，原爆の怖さと被害

の大きさを改めて実感し，平和の大切さを感じ

ました。74 年前の今日，広島で多くの命が奪わ

れ生きのびた人も血だらけで住む家もなくな

っていました。たった１つの原子爆弾によっ

て。私はたった１つの物による影響の大きさに

恐怖をおぼえました。 
「１つぐらい・・」とあまり考えずに行動し

てしまうことがよくありますが，しっかり深く

考えないといけないんだなと思いました。 
今日改めて，今の私の生活があるのはあたり

まえのことではないことを実感し，私に関わっ

てくれているすべての人に感謝しようと思い

ました。そして，７４年前の８月６日をいつま

でも忘れず，後世に伝えていきたいです。 

  広島に住んでいる人達は，誰もが知っている原

爆。県外の人達は，このことを知らない人が多いと

思うから，被害にあった方の辛さや原子爆弾の怖さ

を世界の人達に伝えていきたいと思いました。原爆

により強い放射線を浴びて発症した発熱や出血，意

識障害に襲われた被爆者は本当に辛そうでかわい

そうだと思い，悲しくなりました。 
また，被爆者の思いを引き継ぐ努力はこれからも

続けていきたいです。そして，今，平和であること

に感謝し，家族や友達に恩返ししたいです。 

  被爆者の人たちは，原爆で，家族や友人を

失ったり，自分自身も心や体にひどい傷をお

って，今でも苦しんでいる人が大勢いる。も

し，私だったら苦しすぎて立ち直れないと思

う。でも，実際被爆した人は，その体験を私

たちの世代に話したりしている。なかには，

原爆であった傷を「８月６日を忘れないよう

に」と言って残している人もいる。被爆者が

自分の体験したことを話すように，私もみん

なが平和で仲良く暮らせるように活動した

いと思う。 
   

  僕はこの平和について学んで，８月６日，広

島について深く考えることができました。 
 多くの人が原爆で亡くなり，その後にも原爆の

被害で病気になって亡くなったことを知り，戦

争はとてもいけないと，小学生からの体験で何

回も実感しました。実際に広島市に行ったこと

もあり，今日のＤＶＤを見て，あらためて，平

和を大切にしていきたいと思いました。 
  これからも，平和について考えて，かく兵器

を持たない平和な世界が続いて欲しいと思いま

した。 

 ８月６日，８時１５分に広島に原爆が落と

されて多くの人が死んだり，大けがをした

りした。 
 自分たちの住んでいるところに落とされ

た原爆のことを聞くととてもこわくなっ

た。これから二度とこのようなことになっ

てはいけないと思いました。原爆ドームに

は毎年たくさんの人が平和をいのりにきて

いると知った。ぼくは，改めて広島におち

た原子爆だんのおそろしさを知りました。

戦争がなくなって平和に暮らしていけるよ

うに，自分たちにできることをやっていき

たいと思いました。 

私は，ＤＶＤを観たり，新聞を読んだりして

改めて戦争のおそろしさ，平和の大切さを学び

ました。中でも１番心に残ったのは「けが人よ

りも死人が多かった。病院で並んでいたときに

亡くなる人もいた」という言葉です。実際の映

像を観て，人事に考えず，これからの世代に伝

えていき，平和を守る必要があることを感じま

した。そして，もう二度とこんなあやまちをし

てはいけないと思いました。また，忘れてはい

けない事実だと感じました。外国ではまだ，戦

争をしている国があります。日本だけでなく，

「世界がもっと平和になって欲しいです」 



＜空き缶回収＞ 

      日 時 ８月２５日（日）８：００～１０：００ 
場 所 芦田中学校 体育館南側駐車場 

 

     ご協力いただき，ありがとうございました。 
 
   芦田中学校ＰＴＡでは，今年度も空き缶回収を行うことになり，皆様のご家庭で集められ 

ている空き缶をお出しいただきました。 
   8 月８日（木）には，体育館南側の駐車場に空き缶回収用のコンテナ 2 台が設置されました。 

    8 月 9 日（金）より，空き缶回収が始まり，ご家庭にあるアルミ缶，スチール缶をお持ち 

いただきました。今年は台風の接近で天気の悪い日があり，空き缶をお持ちいただくのも大 

変な日が多かったと思います。 

そのような中を最終日（8 月 25 日）まで，ご協力いただき本当にありがとうございました。 

  皆様の温かいお心遣いに感謝申し上げます。 

  なお，収益は生徒たちの部活動や教育活動支援のために利用させていただきますので，ご了 

  承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ９／２（月）  始業式 休み明けテスト（１，２年） 

診断テスト（３年） 
○ ９／１０（火） 生徒朝会 
○ ９／１４（土） 文化祭  
○ ９／１８（水）  諸費口座振替日 
○ ９／２５（水） 中間テスト発表  学校朝会 


